
８月２１日、２学期がスタートしました。大きな病気や事件に巻き

込まれるようなこともなく始業することができました。保護者や地域

の皆様が様々なご配慮をいただいたお陰と思っております。感謝申し

上げます。始業式の朝、要所に指導員の方々が立って下さり安全な登

下校を見守ってくださいました。朝外で会ったほとんどの子が元気に

あいさつをしてくれました。また、始業式で体育館に入ってきた時にも、「おはようござい

ます」とあいさつをしてくれました。子ども達にあいさつが習慣化しつつあること、学校だ

けではなく家庭や地域でも声をかけてくださっているおかげです。 

始業式では、私から「友達のために手を使うこと」苦しいけれども続けることが大きな力に

なるからこそ「自分で決めたことを続けること、やり

きること」をめあてにがんばっていきましょうと伝え

ました。 
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校報    

6年生執行部の作文より 

～夏休みの決まりの振り返りについて話し

てくれました。～ 

夏休みのきまり 

・夏の良さを感じよう 

・机に向かって勉強や読書をしよう 

・約束を守って生活しよう 

・進んであいさつをしよう 

・みんなでお手伝いをしよう 

みなさんは、夏休みのきまりを守れまし

たか。… 

 

二学期も、陸上競技会や校内マラソン大

会、音楽会、学習発表会など、たくさんの

行事があります。二学期も安全に生活を

し、充実した学校生活を送りましょう。そ

して、児童会テーマ「あいさついっぱいた

いらっこ」を達成できるように、引き続き

明るくさわやかなあいさつをひびかせてい

きましょう。 

苦しいこと

があっても

続ける力を

つけること

で、自分を

伸ばしてい

けるといい

ですね 

自分の力を

伸ばしてい

くために

も、自分で

目標をもっ

てやり抜い

てほしいで

すね 



 

 

 

ある日の出来事から 

夏休みの課題として、子ども達ひとりひとりが作品を手掛け 

ました。保護者の皆様には、お子さんの思いを形にするべく支 

え導いてくださったことに感謝しております。より良いものに 

するために相談に乗ってくださったり、ヒントを出してくださ 

ったりしたことが新たな学びにつながったことと考えます。作 

品は工作や研究、調理など多岐に及んでいました。興味関心を 

追究したもの、時流に沿ったもの、これまでの各教科の学習を 

発展させたものとバラエティーに富んでいました。子ども達に 

とって、「自分の思いをもつ」「完成までの道筋を考える」 

「取り組んだことを伝える」ことは、大切な力となります。 

学級での発表の様子や展示された作品を見ましたが、すべての 

作品にその子なりのこだわりや思いを感じました。休み時間等 

には、自分の作品について説明をしてくれる子ども達がたくさんいました。発表や、まと

められたものの中には、動機や方法、工夫点、困ったこと、新たな発見や気づき、取り組

んでみて思ったことが位置付けられていました。形としてあらわすことと合わせ、思いや

考えを言葉で表すことも大切な力です。年に 1 回の取り組みではありますが、各教科で身

に付けた力を発揮するきっかけにできたと考えています。今後も保護者の皆様には、子ど

も達が悩んだときや困ったときに知恵を貸していただき、優しく見守っていただければ幸

いです。 

【作品展の様子】 

 ある朝のことです。3人で歩いてきた女の子の一人が、「普通つながりトンボは2匹な

のに、3 匹もつながっていました」と言うのです。すごいね！「みんなみたいだね」と

笑いました。何気ない中で自然に触れたり、何かの違いに気づいたりする心をうれしく

思いました。これからもこのような気付きを大切にしていきたいものです。 

 あまりの暑さに外での活動を控えていた昼休みのことです。作品展示を 

見ていた高学年が、下級生の作品を見ながら「これすごいね！」と一言。 

良さを感じる心、素直に表現できること、素晴らしいと思います。さら 

に、手に取って見ようとした下級生には、「壊れると困るから、触らな 

いんだよ」と優しく教えてくれました。下級生も素直に聞いていました。 

大事なかかわりの様子を見ることができ、うれしくなりました。 

   思ったことをやってみる 

 

【作品展の様子】 


